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1

は
じ
め
に

　

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
以
来
、「
日
本
中
世
社
会
に
お
け

る
宗
教
者
の
政
治
・
文
化
的
環
境
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

日
本
中
世
、
特
に
そ
の
前
期
に
は
、
親
鸞
を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
宗
教
者
が
輩
出
し
て
い
る
。
本
研
究
は
彼
ら
の
置
か
れ
た
政
治
・

社
会
的
環
境
を
照
射
す
る
一
方
、
そ
の
行
動
を
通
し
て
当
時
の
文
化
の
状
況
を
具
体
化
し
て
い
く
と
い
う
双
方
向
の
方
法
に
よ
っ
て
日

本
中
世
に
お
け
る
宗
教
な
い
し
は
宗
教
者
と
政
治
権
力
や
社
会
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
日
本
中
世
文
化
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
を
問
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
専
任
研
究
員
（
教
授
）
に
在
任
中
の
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
度
か
ら
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度
ま
で
、
当
研
究

所
に
お
け
る
共
同
研
究
の
大
テ
ー
マ
と
し
て
「
法
然
・
親
鸞
登
場
の
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
て
、「
地

方
武
士
の
在
京
と
文
化
の
伝
播
」（
二
〇
〇
九
年
度
）・「
中
世
に
お
け
る
都
鄙
の
文
化
・
社
会
情
況
」（
二
〇
一
〇
年
度
）・「
宇
都
宮
氏
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周
辺
の
文
化
環
境
」（
二
〇
一
一
年
度
）・「
目
代
・
沙
汰
人
の
活
動
に
み
る
都
鄙
交
流
」（
二
〇
一
二
年
度
）
を
小
テ
ー
マ
と
す
る
研
究

を
進
め
て
き
た）

1
（

。

　

二
〇
一
三
年
度
以
降
は
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
る
形
で
、
地
方
武
士
の
文
化
活
動
に
関
す
る
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、
中
央
に
お
け

る
宗
教
権
門
の
存
在
形
態
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
宗
教
と
り
わ
け
仏
教
史
の
中
に
そ
の
成
果
を
位
置
づ
け
る
作
業
を
進
め
、
そ
の
際
、

従
来
の
歴
史
学
的
な
方
法
論
の
み
な
ら
ず
、
説
話
・
伝
承
な
ど
も
活
用
す
る
た
め
に
、
文
学
・
民
俗
学
の
援
用
を
は
か
っ
て
き
た）

2
（

。

　

二
〇
一
六
年
度
は
親
鸞
同
様
、
畿
内
出
身
で
常
陸
国
に
下
向
し
た
忍
性
を
考
察
対
象
に
加
え
、
奈
良
県
域
に
所
在
す
る
関
連
史
跡
の

調
査
を
行
い
、
ま
た
、
京
都
と
東
国
と
の
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
太
平
洋
の
水
運
機
能
に
着
目
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
中
世
成
立
期

の
安
房
国
─
源
頼
朝
上
陸
の
背
景
─
」
を
『
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
に
発
表
し
た
。
な
お
同
第
三
一
号
に
は
、
六
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
に
お
け
る
講
演
内
容
の
要
旨
「
京
都
と
鎌
倉
」
を
掲
載
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
度
は
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
千
葉
氏
や
宇
都
宮
氏
一
族
の
文
化
活
動
を
現
地
調
査
を
加
え
な
が
ら
検
討
し
）
（
（

、
千
葉
氏
に
つ

い
て
は
『
千
葉
史
学
』
第
七
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
に
「
千
葉
氏
と
京
都
─
中
世
前
期
を
中
心
に
─
」
を
、
宇
都
宮
氏
一
族
に
つ
い
て

は
、『
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
に
「
東
国
に
下
っ
た
仏
教
者
と
在
地
武
士
─
忍
性
・
親
鸞
と
宇
都
宮
氏
の
一
族
─
」
を
発
表
し
た
。
ま
た
、

特
に
宇
都
宮
氏
の
一
族
で
親
鸞
の
居
住
し
た
常
陸
国
笠
間
の
在
地
領
主
で
あ
っ
た
笠
間
氏
に
焦
点
を
あ
て
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
四

日
、
笠
間
市
教
育
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
笠
間
時
朝
と
京
都
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
そ
の
講
演
内

容
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
笠
間
時
朝
と
京
都
」
を
掲
載
し
た
笠
間
市
教
育
委
員
会
編
『
笠
間
時
朝
と
は
何
者
か
？
』（
か
さ
ま
歴
史
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
2
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
河
内
源
氏
─
下
野
の
武
士
団
と
京
都
権
門
─
」
が
、
二
〇
二

〇
年
一
月
に
戎
光
祥
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
江
田
郁
夫
編
『
中
世
宇
都
宮
氏　

一
族
の
展
開
と
信
仰
・
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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二
〇
一
八
年
度
は
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
十
八
日
に
秋
田
県
横
手
市
で
開
か
れ
た
「
後
三
年
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
源
義
家
の
評
価

と
清
原
氏
研
究
の
現
在
～
」
と
翌
年
の
十
月
十
三
日
に
秋
田
市
で
開
か
れ
た
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と
を

契
機
に
中
世
前
期
の
出
羽
に
も
関
心
を
広
げ
て
、「
出
羽
国
由
利
郡
地
頭
由
利
維
平
を
め
ぐ
っ
て
─
源
頼
朝
政
権
と
出
羽
─
」
を
『
研

究
紀
要
』
第
三
二
号
に
、
ま
た
「
中
世
前
期
、
出
羽
に
進
出
し
た
京
・
鎌
倉
の
武
士
た
ち
」
を
『
中
世
文
学
』
第
六
四
号
に
発
表
し
た
。

二
〇
一
八
年
七
月
七
日
に
は
、
研
究
対
象
と
す
る
地
域
内
の
重
要
地
点
と
目
さ
れ
る
下
総
千
田
庄
に
位
置
す
る
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町

主
催
の
歴
史
講
座
に
お
い
て
、「
下
総
藤
原
氏
と
千
葉
氏
─
千
田
庄
は
中
世
下
総
国
の
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
─
」
と
題
す
る
講
演
を

行
う
機
会
を
得
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
下
野
国
南
東
部
～
常
陸
南
西
部
に
展
開
し
た
宇
都
宮
氏
一
族
や
下
総
国
北
東
部
で
活
動

し
た
千
葉
氏
一
族
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
常
総
内
海
を
取
り
巻
く
地
域
に
お
け
る
宗
教
者
の
活
動
を
支
え
た
政
治
・
文
化
環
境
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
当
初
、
太
平
洋
水
運
と
の
連
接
と
い
う
観
点
も
含
め
て
、
浄
土
宗
第
三
祖
と
な
る
然
阿
良
忠
を
外
護
し
た

千
葉
氏
一
族
で
下
総
国
匝
瑳
南
条
庄
地
頭
を
つ
と
め
た
椎
名
氏
を
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
い
た
と
こ
ろ）

（
（

、
椎
名
氏
の
所
領
内
に
位
置
し

た
と
考
え
ら
れ
る
山
武
郡
横
芝
光
町
宮
川
の
薬
王
院
福
秀
寺
に
「
承
久
元
年
」「
大
檀
主
平
常
秀
平
代
（
氏
）」
の
胎
内
銘
の
あ
る
木
造

薬
師
如
来
像
（
像
高
一
六
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
伝
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た）

（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
紀
年
銘
と
人
名
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、「
平
常
秀
」
は
十
二
世
紀
初
頭
段
階
の
千
葉
氏
一
族
中
最
有
力
の
存
在
で
、
歴
史
名
辞
上
「
上
総
千
葉
氏
」
と
呼
ば
れ

る
一
族
の
祖
と
な
っ
た
千
葉
常
秀
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら）

（
（

、
私
の
関
心
は
こ
の
「
上
総
千
葉
氏
」
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

上
総
千
葉
氏
は
頼
朝
政
権
の
草
創
に
大
き
く
寄
与
し
た
坂
東
最
大
の
武
士
団
の
長
で
あ
る
上
総
広
常
の
遺
跡
を
継
承
す
る
存
在
で
、

そ
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
玉
崎
庄
＝
現
在
の
長
生
郡
一
宮
町
・
睦
沢
町
の
周
辺
に
は
、
妙
楽
寺
（
旧
名
は
「
叡
泰
寺
」）
の
大
日
如
来
像

を
は
じ
め
、
広
常
あ
る
い
は
常
秀
の
時
代
に
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
仏
像
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

（
（

。
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上総国笠森寺とその周辺

笠森寺

池和田

妙楽寺

大柳館址○
玉崎神社 （

太
平
洋
）

妙楽寺大日如来坐像
1981年11月18日に千葉県高等学校教育研究会歴史部会の「長生地区臨地研究会」で妙
楽寺を訪れた際に撮影したもの。
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た
だ
し
、
上
総
広
常
や
上
総
千
葉
氏
に
関
す
る
歴
史
学
サ
イ
ド
か
ら
評
価
で
き
る
文
献
上
の
知
見
を
踏
ま
え
た
研
究
は
す
で
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り）

8
（

、
屋
上
に
屋
を
架
す
よ
う
な
愚
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
直
接
的
に
歴
史
学
の
資
料
と
し
て

評
価
さ
れ
に
く
い
、
後
世
に
成
立
し
た
寺
社
縁
起
や
地
誌
類
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
場
合
、
成
立
年
代
が
明
ら
か
で
、

文
学
サ
イ
ド
か
ら
の
書
誌
的
な
研
究
の
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
の
が
妥
当
と
考
え
た
の
だ
が
、
そ
の
条
件
に
か
な
っ
た
の
が
本
稿
で

取
り
上
げ
る
『
笠
森
寺
縁
起
』
で
あ
る
。

注（
1
）
こ
の
間
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
─
武
士
論
の
視
点
か
ら
─
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二
五
号
、

二
〇
一
〇
年
）・「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁
の
学
僧
た
ち
の
活
動
─
了
行
・
道
源
に
関
す
る
訂
正
と
補
遺
─
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・

文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』（
以
下
、『
研
究
紀
要
』
と
の
み
記
す
）
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
）・「「
復
興
」
を
に
な
っ
た
老
僧
重
源
と
醍
醐
・

日
野
」（『
創
造
す
る
市
民
』
一
〇
三
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
共
同
研
究
開
始
以
前
の
千
葉
氏
一
族
出
身
僧
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
了
行
の
周
辺
」（『
東
方
学
報
』
第
七
三
冊
、
二
〇
〇

一
年
）
が
あ
る
。

（
2
）
二
〇
一
三
年
度
末
に
は
「
十
二
世
紀
末
に
お
け
る
阿
波
国
の
武
士
団
の
存
在
形
態
─
い
わ
ゆ
る
「
田
口
成
良
」
の
実
像
を
中
心
に
─
」、
二
〇

一
四
年
度
末
に
は
「
治
承
・
寿
永
内
乱
に
と
も
な
う
鎌
倉
勢
力
の
鎮
西
進
出
に
つ
い
て
」、
二
〇
一
五
年
度
末
に
は
「
源
頼
朝
の
挙
兵
と
諸
国
の

目
代
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
『
研
究
紀
要
』
第
二
七
・
二
八
・
二
九
号
に
発
表
し
た
。

（
（
）
こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
上
で
前
提
と
し
た
直
近
の
千
葉
氏
・
宇
都
宮
氏
関
係
の
研
究
成
果
と
し
て
、「
十
二
世
紀
に
お
け
る
千
葉
氏
」（『
千

葉
い
ま
む
か
し
』
第
二
九
号
、千
葉
市
教
育
委
員
会
、二
〇
一
六
年
）・「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」（『
研



（

究
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
）・「
宇
都
宮
頼
綱
」（
平
雅
行
編
『
中
世
の
人
物　

京
・
鎌
倉
の
時
代
編　

第
三
巻　

公
武
政
権
の
変
容
と

仏
教
界
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（
（
）
私
は
以
前
、
領
主
制
論
的
な
立
場
か
ら
、
武
士
団
と
し
て
の
椎
名
氏
の
成
立
と
存
在
形
態
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（「
下
総
国
匝
瑳
南

条
庄
地
頭
椎
名
氏
に
つ
い
て
」
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
、
初
出
は
一
九
七
七
年
）。

（
（
）
千
葉
市
美
術
館
編
『
仏
像
半
島
─
房
総
の
美
し
い
仏
た
ち
』（
千
葉
市
美
術
館
・
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
（
）
拙
稿
「
上
総
千
葉
氏
の
盛
衰
」（
拙
編
『
千
葉
氏
の
研
究
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
一
年
）・「
上
総
千
葉
氏
に
つ
い
て
」（
拙

著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』、
初
出
は
一
九
八
四
年
）。
以
下
、
上
総
千
葉
氏
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
上
記
二
つ
の
拙
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
（
）
千
葉
県
教
育
委
員
会
編
『
千
葉
県
の
文
化
財
』（
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
〇
年
）・
千
葉
市
美
術
館
平
成
十
一
年
度
秋
期
特
別
展
図

録
『
房
総
の
神
と
仏
』（
千
葉
市
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）・
千
葉
市
美
術
館
編
『
仏
像
半
島
─
房
総
の
美
し
き
仏
た
ち
─
』
な
ど
を
参
照
。

（
8
）
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
は
弘
生
書
林
、
一
九
八
二
年
）・『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』・『
源

氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
拙
稿
「
上
総
千
葉
氏
の
盛
衰
」・「『
玉
藻
前
』
と
上
総
介
・
三
浦
介
」（『
朱
』
第
四
四
号
、

二
〇
〇
一
年
）・「
坂
東
平
氏
と
『
平
家
物
語
』
─
上
総
広
常
・『
源
平
闘
諍
録
』・
畠
山
重
忠
の
こ
と
な
ど
─
」『
軍
記
と
語
り
物
』
第
三
八
号
、

二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。一　

『
笠
森
寺
縁
起
』
と
そ
の
書
誌

　

学
界
に
『
笠
森
寺
縁
起
』
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
大
森
金
五
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
三
七
）
の
エ
ッ
セ
イ
「
笠
森
寺
観
音
利



『笠森寺縁起』にみる平忠常と上総・千葉氏の記憶

（

生
記
」
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う）

1
（

。
大
森
は
『
武
家
時
代
之
研
究
』（
上
・
中
・
下
、
全
三
巻
、
冨
山
房
、
一
九
二
三
～
一
九
三
七
年
）

な
ど
を
著
し
て
、
鎌
倉
時
代
、
と
く
に
源
頼
朝
の
研
究
に
大
き
な
業
績
を
の
こ
し
た
歴
史
学
者
で
あ
る
。
下
総
国
埴
生
郡
又
富
（
千
葉

県
長
生
郡
長
南
町
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
長
南
町
笠
森
に
所
在
す
る
笠
森
寺
（
笠
森
観
音
）
に
は
幼
少
の
頃
か
ら
し
ば
し
ば
参
詣
し
た

と
い
う
か
ら
、
そ
の
由
緒
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
笠
森
観
音
の
縁
起
に
は
数
種
あ
る
が
、
最
古
の
も
の
が

以
下
に
全
文
を
紹
介
す
る
縁
起
だ
と
い
う
。
奥
書
に
は
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
九
月
九
日
に
閼
伽
井
坊
が
護
摩
堂
で
書
き
、
そ
の
後

文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
二
月
六
日
に
天
台
沙
門
行
公
が
、
こ
れ
に
斟
酌
を
加
え
て
謹
書
し
た
と
書
い
て
あ
り
、
自
分
の
読
ん
だ
の
は

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
写
で
あ
る
と
い
う
。
大
森
は
こ
れ
を
掲
げ
た
上
で
、
各
節
ご
と
に
登
場
す
る
地
名
や
人
名
な
ど
の
説
明
を

加
え
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
転
載
す
る
（
漢
字
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
白
笠
森
寺
縁
起
の
事

　

上
総
国
刑
部
郡
朝
立
チ
山
の
麓
、
鹿
ノ
背
桜
井
の
里
に
年
来
箕
を
作
り
て
過
ぎ
け
る
男
侍
り
き
。
男
女
五
人
の
子
を
持
ち
た
り
。

男
二
人
女
子
三
人
な
り
、
弟
女
は
十
三
に
成
け
り
、
容
顔
麗
く
し
て
平
生
の
振
舞
ひ
人
に
勝
れ
、
世
に
類
な
く
見
え
け
り
。
信
力

深
く
し
て
孝
行
浅
か
ら
ず
、
常
に
一
人
に
て
尾
上
の
観
音
へ
月
参
し
け
り
、
姉
共
申
す
様
は
、
何
条
賤
し
き
下
臈
の
子
と
生
れ
、

貴
き
上
臈
な
ど
の
ま
ね
を
し
て
、
神
仏
に
参
ず
る
事
や
あ
る
。
そ
は
短
命
の
相
な
り
。
父
の
箕
を
作
り
給
は
ん
内
は
藤
を
も
剝
ぎ
、

母
の
稲
を
こ
き
給
は
ん
折
は
稲
を
も
運
ぶ
べ
き
に
、
さ
は
せ
ず
し
て
あ
く
か
れ
歩
き
、
行
末
と
て
も
叶
ふ
べ
か
ら
ざ
る
由
檻
り
け

る
。
母
是
を
聞
て
申
す
や
う
、
姉
共
の
申
す
処
道
理
あ
る
に
似
た
り
、
さ
は
あ
れ
ど
も
、
彼
は
自
ら
が
心
に
叶
は
ん
と
宮
仕
へ
朝

夕
に
違
ふ
事
な
く
、
神
仏
に
参
る
事
親
兄
弟
今
生
の
祈
な
る
べ
し
。
い
く
ら
和
ら
い
で
御
前
達
生
成
た
り
と
も
此
の
世
を
養
ひ
、

無
か
ら
ん
跡
を
問
は
ん
事
、
弟
女
よ
り
外
は
有
じ
と
云
ひ
け
り
。
総
じ
て
何
事
を
為
し
て
も
見
苦
し
き
事
な
く
、
田
を
植
ゑ
な
ん
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ど
す
る
も
比
ひ
な
く
、
国
中
の
名
々
も
讃
め
け
り
。

　

其
の
頃
、
都
に
お
は
す
三
条
右
大
臣
の
御
子
大
宮
の
中
将
公
美
男
に
し
て
色
を
好
み
、
和
歌
の
名
人
、
京
中
隠
れ
な
き
人
に
お

は
し
け
り
。
嵯
峨
の
中
将
殿
の
女
を
北
の
方
に
迎
取
り
給
ふ
。
彼
の
女
も
質
月
花
に
譬
へ
、
膚
は
雪
霜
に
諍
ふ
。
天
下
第
一
の
美

人
と
ぞ
申
け
る
。
然
る
間
寵
愛
浅
か
ら
ず
、
比
翼
連
理
の
語
ら
ひ
を
成
し
給
ふ
。
か
く
あ
る
処
に
御
年
十
七
歳
に
て
、
軽
き
身
に

重
き
病
を
受
け
給
ひ
、
一
日
は
瘧
病
に
な
や
み
給
ひ
、
二
日
は
風
、
此
の
病
弥
々
増
し
、
二
十
八
日
と
申
す
に
此
の
御
方
遂
に
儚

く
な
り
給
ふ
。
中
将
は
諸
共
に
無
き
身
と
も
成
り
、
同
じ
路
に
こ
そ
有
ら
め
と
歎
き
給
ふ
。
父
母
是
を
聞
食
し
、
女
こ
そ
有
ら
め
、

我
等
を
捨
て
さ
せ
給
ふ
べ
き
に
非
ず
と
慰
め
給
ふ
に
よ
り
、
と
も
角
月
日
を
送
り
給
へ
共
、
露
ば
か
り
も
忘
れ
給
ふ
事
も
な
く
、

せ
め
て
都
を
出
で
ゝ
田
舎
に
下
り
、
多
く
の
人
を
も
見
、
若
し
や
北
の
方
の
様
な
る
人
も
や
有
ら
ん
と
思
召
て
、
帝
王
に
暇
を
申

さ
せ
給
へ
ば
、
何
様
に
も
汝
の
心
に
任
す
べ
し
と
宣
旨
を
蒙
り
て
、
中
将
啼
々
上
総
国
に
下
り
、
司
東
郡
市
原
と
云
ふ
所
に
符
中

を
立
て
、
色
々
の
遊
共
を
始
め
御
覧
あ
る
に
、
北
の
方
に
似
給
へ
る
人
も
無
し
、
か
く
有
べ
き
に
非
ず
と
て
、
五
月
の
比
な
れ
ば

五
月
女
を
そ
ろ
へ
て
田
を
植
ゑ
さ
せ
て
見
ん
と
の
御
諚
な
り
。
国
司
の
仰
せ
に
云
ふ
。
当
国
は
庄
郡
共
に
二
十
四
郡
な
り
、
さ
れ

ば
一
郡
に
三
人
づ
ゝ
の
五
月
女
を
参
ら
せ
よ
と
仰
せ
け
り
。
但
し
装
束
疎
に
し
た
ら
ん
地
頭
に
於
て
は
、
妻
子
眷
属
共
に
流
罪
せ

ら
る
べ
し
と
仰
せ
ら
れ
し
故
に
、
我
も
我
も
と
五
月
女
を
勝
ら
れ
け
り
。
一
人
の
装
束
は
七
千
段
と
ぞ
定
め
ら
る
。

　

爰
に
将
門
の
将
軍
の
御
末
に
忠
常
の
息
刑
部
三
郎
成
常
に
笠
す
る
人
は
無
り
け
り
。
さ
れ
ば
十
二
三
日
の
間
に
五
百
八
拾
人
の

五
月
女
を
集
め
さ
せ
、
選
り
勝
り
給
ふ
に
、
箕
作
が
女
に
勝
る
五
月
女
は
な
し
。
こ
れ
を
一
番
と
定
め
て
笠
の
装
を
尽
さ
れ
け
り
。

夏
山
に
鹿
を
作
り
て
勢
子
を
入
れ
た
る
処
を
金
銀
に
て
作
り
た
り
。
価
壱
万
疋
と
ぞ
聞
え
た
り
。
既
に
其
の
日
に
成
り
し
か
ば
、

二
重
に
青
地
の
錦
か
つ
き
、
金
銀
に
て
菊
形
を
並
べ
て
打
た
り
け
る
。
頃
は
治
安
元
年
辛
酉
五
月
十
二
日
と
定
め
ら
る
。
司
東
郡

も
栄
え
け
り
。
さ
れ
ば
地
頭
毎
に
五
月
女
を
結
構
に
我
も
我
も
と
参
ら
せ
け
る
。
左
衛
門
尉
の
五
月
女
は
遅
れ
て
五
月
十
三
日
酉
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の
時
に
符
中
に
は
参
り
け
る
。
箕
作
が
女
の
供
に
は
桜
井
五
郎
、
北
堅
三
郎
、
三
輪
太
郎
、
司
東
四
郎
、
小
山
九
郎
、
形
切
八
郎
、

上
野
太
郎
、
古
氷
三
郎
、
此
の
人
々
を
始
め
、
家
の
子
殿
原
五
拾
人
御
供
あ
り
て
、
国
司
へ
参
ら
せ
給
ひ
け
り
。
其
の
日
雨
こ
と

に
降
り
、
淵
沢
の
流
を
過
ぎ
行
く
、
桜
井
の
鹿
ノ
背
、
水
呑
の
里
峯
山
崎
が
岩
屋
を
通
る
程
に
、
岩
の
中
に
あ
さ
ま
し
く
朽
こ
ぼ

れ
給
へ
る
観
音
立
ち
給
ふ
、
五
月
雨
繁
く
し
て
岩
き
り
伝
ひ
、
濡
れ
給
ふ
を
見
て
箕
作
が
女
思
ふ
や
う
、
仏
濡
れ
給
ふ
を
見
な
が

ら
我
笠
を
着
て
通
ら
ん
事
二
世
の
心
苦
し
み
な
り
、
身
は
と
に
角
に
仏
に
こ
そ
と
思
ひ
、
装
束
の
笠
を
観
音
の
御
上
に
き
せ
参
ら

せ
人
に
も
知
ら
さ
ず
し
て
指
の
さ
き
よ
り
血
を
出
し
て
、
仏
の
御
上
に
か
く
な
ん
、

　
　
　
　

法
華
経
の
一
二
の
巻
に
笠
森
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲
く
世
に
も
値
ひ
に
け
る
哉

と
書
き
て
密
に
申
し
け
る
は
、
こ
の
笠
は
世
の
常
の
笠
に
は
あ
ら
ず
、
金
銀
千
両
に
及
ん
で
作
り
て
候
、
自
ら
命
ち
の
内
に
忘
れ

参
ら
せ
ま
じ
く
候
、
三
宝
の
物
を
参
ら
せ
て
空
し
か
ら
ず
と
見
え
た
り
。
さ
れ
ば
よ
そ
な
が
ら
聴
聞
申
す
に
、
心
地
観
経
に
云
ふ
、

七
の
徳
を
説
き
給
ふ
、
一
に
は
国
王
の
位
、
二
は
転
輪
聖
王
、
三
は
五
天
に
至
る
、
四
は
大
国
の
主
と
成
る
、
七
は
諸
の
苦
患
を

免
れ
て
現
世
安
穏
の
み
な
ら
ず
、
後
世
に
は
必
ず
無
上
の
果
報
を
得
ん
と
云
々
。
我
等
浅
間
敷
き
賤
の
女
が
子
な
り
と
も
、
此
の

国
の
主
に
必
ず
成
し
給
へ
、
御
堂
を
作
り
本
尊
を
安
置
し
申
し
、
末
代
ま
で
仏
の
御
利
生
弘
め
参
ら
せ
ん
と
宿
願
を
申
し
て
、
夫

よ
り
符
中
へ
参
り
け
り
、
供
の
人
何
と
て
笠
を
ば
持
せ
給
は
ぬ
と
申
け
れ
ば
、
返
事
も
無
く
し
て
桜
井
藤
沢
を
通
り
、
鴨
坂
岩
出

に
山
沓
抜
も
打
過
ぎ
、
烏
呑
の
中
山
過
ぎ
て
符
中
へ
着
け
り
。

　

各
々
五
月
女
参
り
集
り
た
る
中
に
、
箕
作
が
女
は
人
に
勝
れ
し
美
人
な
り
し
故
、
督
殿
は
御
覧
じ
て
、
あ
の
南
の
三
番
目
に
参

り
た
る
は
誰
が
進
め
た
る
五
月
女
ぞ
と
御
尋
ね
あ
り
し
か
ば
目
代
殿
申
さ
れ
け
る
は
、
葛
原
の
第
三
の
苗
裔
上
総
権
守
に
三
男
、

佐
是
郡
の
主
に
て
お
は
し
ま
す
刑
部
三
郎
成
常
が
此
の
十
二
三
日
間
に
五
百
八
拾
人
の
五
月
女
を
集
め
勝
り
て
、
独
り
の
五
月
女
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を
参
ら
せ
て
候
と
申
し
け
れ
ば
、
国
司
は
大
に
喜
び
、
此
の
五
月
女
を
参
ら
せ
た
る
引
出
物
と
し
て
景
と
云
ふ
御
馬
、
天
河
照
山

と
云
ふ
御
馬
を
給
ひ
、
尚
ほ
其
の
上
に
火
威
鎧
、
弓
矢
、
籙
、
皆
具
そ
ろ
へ
、
其
の
所
領
と
し
て
は
伊
保
庄
、
□
□
庄
、
東
南
里

を
相
伝
し
、
七
代
ま
で
も
屋
敷
所
を
遣
は
す
と
仰
せ
け
れ
ば
、
佐
是
三
郎
殿
承
っ
て
喜
び
斜
な
ら
ず
、
重
ね
て
国
司
の
仰
せ
け
る

は
彼
の
五
月
女
を
い
み
じ
く
出
立
せ
て
目
代
殿
の
許
ま
で
上
せ
よ
と
の
御
諚
な
り
、
さ
て
佐
是
三
郎
殿
は
今
日
よ
り
父
と
憑
め
と

命
じ
け
れ
ば
、
今
日
吉
日
な
り
と
て
箕
作
が
女
を
い
み
じ
く
こ
そ
出
立
せ
ら
る
、
女
房
達
十
八
人
、
は
し
た
も
の
十
人
、
殿
居
五

人
、
中
居
の
者
八
人
、
雑
色
十
二
人
、
力
者
八
人
、
中
間
五
人
、
長
持
七
十
竿
、
小
尻
に
金
巻
き
た
る
輿
三
丁
、
箕
作
が
女
を
之

に
乗
せ
て
国
司
へ
参
ら
せ
給
ふ
。
国
司
是
を
御
覧
じ
て
仰
せ
け
る
は
、
自
が
田
舎
へ
下
り
侍
ん
べ
る
も
、
斯
様
の
美
人
有
り
も
や

せ
ん
と
思
ひ
て
な
り
。
朝
夕
の
歎
き
に
も
別
れ
申
せ
し
北
の
方
を
ゆ
か
し
く
恋
し
と
思
ひ
し
に
、
体
も
心
も
少
し
も
違
は
ず
、
写

し
替
へ
て
も
似
給
へ
る
物
か
な
と
悦
び
給
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
さ
れ
ば
只
佐
是
三
郎
殿
を
ば
今
日
よ
り
父
と
憑
む
と
ぞ
仰
せ
ら
る
。

か
く
て
七
月
廿
三
日
吉
日
な
り
と
て
督
殿
急
ぎ
京
へ
上
ら
せ
給
ふ
と
あ
り
け
れ
ば
、
彼
の
箕
作
を
召
し
て
刑
部
丞
に
成
さ
せ
、
嫡

子
を
修
理
亮
に
成
し
、
次
男
を
式
部
丞
、
三
郎
婿
を
源
左
衛
門
丞
、
四
郎
婿
に
は
真
野
郡
を
屋
敷
所
に
給
ひ
、
埴
生
郡
を
ば
次
男

に
給
ふ
。
か
の
兄
弟
悉
く
所
知
給
は
り
、
右
兵
衛
左
兵
衛
に
成
さ
る
。
国
中
上
下
の
人
々
集
り
て
申
し
け
る
は
、
昔
伊
弉
冉
尊
よ

り
素
盞
嗚
尊
に
至
る
ま
で
斯
る
た
め
し
無
し
、
僅
の
間
に
三
十
余
騎
の
勢
に
て
然
る
べ
き
女
房
達
、
輿
卅
六
丁
に
て
上
り
け
れ
ば
、

帝
王
は
此
の
由
聞
召
し
、
宣
旨
を
下
さ
れ
、
目
出
た
き
女
房
の
田
舎
よ
り
上
り
た
り
と
聞
召
す
、
急
ぎ
内
裏
へ
参
ら
せ
よ
と
あ
り

け
れ
ば
、
遂
に
北
の
方
参
内
あ
り
。
中
将
は
内
大
臣
に
成
り
給
ふ
。
北
の
方
参
り
給
ふ
に
都
女
房
京
上
臈
大
小
諸
人
集
り
て
田
舎

女
房
を
見
た
る
に
、
誠
に
や
さ
し
く
桜
梅
の
風
に
靡
き
、
槿
花
の
露
を
含
む
に
異
ら
ず
、
起
居
の
ふ
る
ま
ひ
満
月
の
曲
な
き
が
如

く
、
自
ら
卅
二
相
を
備
へ
、
日
本
無
雙
の
美
人
、
上
古
末
代
に
も
有
る
ま
じ
と
ぞ
讃
け
る
。
輿
よ
り
下
り
て
歩
む
さ
ま
は
昔
せ
い

や
う
け
ん
の
臣
下
う
し
か
う
と
云
ひ
け
る
画
師
の
描
き
た
り
し
女
房
の
絵
に
異
な
ら
ざ
る
な
り
。
斯
様
の
者
も
田
舎
に
在
り
け
る
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よ
と
帝
王
仰
せ
ら
れ
て
一
月
に
十
五
日
は
南
殿
の
宮
仕
へ
申
す
べ
し
と
宣
旨
あ
り
。
ま
た
御
感
の
余
り
に
国
に
思
ふ
事
や
あ
る
と

仰
せ
ら
る
れ
ば
、
北
の
方
申
す
や
う
、
何
事
も
思
ひ
置
く
事
候
は
ず
、
た
ゞ
観
音
堂
を
作
り
て
参
ら
せ
ば
や
と
宿
願
申
す
事
候
と

申
し
け
れ
ば
、
帝
王
聞
召
し
て
安
き
事
な
り
、
さ
ら
ば
左
大
将
上
総
国
に
下
り
、
北
の
方
の
陳
ぶ
る
観
音
堂
を
作
ら
せ
よ
、
番
匠

は
飛
驒
内
匠
が
孫
一
条
康
頼
、
堀
河
友
成
、
大
工
若
番
匠
卅
余
人
急
ぎ
下
り
、
四
ヶ
年
の
土
貢
を
留
め
て
建
立
せ
よ
と
の
宣
旨
を

下
す
べ
し
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
急
ぎ
上
総
国
へ
下
り
造
営
の
用
意
せ
ら
れ
け
り
。

　

大
工
の
費
用
と
し
て
は
安
房
上
総
常
陸
下
総
の
四
国
を
沙
汰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
北
の
方
の
威
光
の
高
き
こ
と
夥
し
く
、
四
ヶ
国

を
始
め
と
し
て
天
下
に
聞
伝
ふ
る
人
々
申
す
様
は
、
斯
る
果
報
目
出
た
き
上
臈
は
見
も
せ
ず
聞
き
も
せ
ず
、
哀
れ
如
何
な
る
次
に

も
拝
み
申
さ
ば
や
と
ぞ
言
ひ
け
る
。
さ
る
間
長
元
元
年
四
月
十
日
を
釿
立
と
し
て
百
二
十
日
と
申
す
に
御
堂
悉
く
造
営
あ
り
、
帝

王
よ
り
は
法
東
院
と
云
ふ
号
を
下
し
給
ふ
。
仏
法
東
漸
故
に
末
世
の
御
法
か
く
盛
な
る
な
り
。
北
の
方
は
笠
森
寺
と
名
附
く
、
五

月
女
の
時
に
被
た
る
笠
を
奉
り
た
る
に
心
願
空
し
か
ら
ず
し
て
成
就
し
た
る
故
な
る
べ
し
。
供
養
導
師
と
し
て
は
東
大
寺
の
超
見

僧
都
を
下
さ
れ
、
願
文
の
筆
者
は
安
芸
守
と
定
め
ら
る
。
か
く
て
供
養
も
過
ぎ
け
れ
ば
北
の
方
心
願
空
し
か
ら
ず
し
て
悦
を
究
め

栄
華
の
楽
に
耽
り
、
若
者
六
人
姫
君
三
人
を
育
て
給
ひ
、
何
れ
も
果
報
世
に
隠
れ
な
く
天
下
に
聞
へ
給
ふ
。
さ
て
北
の
方
は
八
十

余
歳
に
て
命
終
あ
り
て
十
一
面
観
音
と
現
は
れ
給
ひ
け
り
。
抑
も
当
寺
は
無
始
無
終
の
山
、
自
然
出
現
の
霊
地
と
申
し
伝
へ
、
伝

教
弘
法
慈
覚
等
の
大
師
何
れ
も
再
興
あ
り
、
其
の
以
前
は
数
十
年
、
始
め
は
申
し
も
伝
へ
ず
、
一
た
び
此
の
縁
起
を
聴
聞
の
人
は

無
始
己
来
の
罪
障
滅
し
、
安
養
九
品
の
蓮
台
に
住
す
る
事
何
の
疑
が
あ
ら
ん
、
仍
て
利
生
を
蒙
む
り
奇
特
を
見
ん
人
代
々
限
り
な

し
、
大
概
を
注
記
す
る
事
如
件
。

　

こ
の
縁
起
に
国
文
学
の
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
た
の
が
仏
教
文
学
研
究
の
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ
る
永
井
義
憲
（
一
九
一
四
～
）
で
あ
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る
。
永
井
は
こ
れ
を
各
種
現
存
の
笠
森
寺
縁
起
の
う
ち
古
態
を
伝
え
る
も
の
と
す
る
大
森
金
五
郎
の
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
こ
の

縁
起
の
成
立
は
、
そ
の
行
文
、
叙
述
か
ら
そ
の
奥
書
の
ご
と
く
宝
徳
四
年
（
一
四
五
三
）
の
作
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る）

2
（

。

注（
1
）『
随
感
随
録
史
伝
史
話
』（
文
友
社
、
一
九
二
五
年
）
収
録
。
永
井
義
憲
「
長
柄
寺
社
縁
起
集
」（
長
柄
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
長
柄
町
史　

研

究
篇
⑶
』、
長
柄
町
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
と
、『
笠
森
寺
縁
起
』
は
大
森
金
五
郎
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
紹
介
し
、
の
ち
に
『
随
感
随

録　

史
伝
史
話
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。「
長
柄
寺
社
縁
起
集
」
に
も
全
文
掲
載
。

（
2
）
永
井
義
憲
「
長
柄
寺
社
縁
起
集
」。
不
審
な
の
は
、
宝
徳
四
年
が
七
月
に
享
徳
と
改
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
大
森
も
注
記
し
て
お

り
（
た
だ
し
、
享
徳
を
康
正
と
誤
っ
て
い
る
）、
永
井
は
こ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
。
奥
書
の
九
月
九
日
は
、
改
元
直
後
の
こ
と
で
、
情
報
の
伝
達

が
不
徹
底
で
あ
っ
た
ゆ
え
と
み
て
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

な
お
、
こ
の
縁
起
を
取
り
上
げ
た
国
文
学
サ
イ
ド
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
元
吉
進
「『
更
級
日
記
』
上
総
国
笠
森
観
音
」（
同
『
更
級
日
記
と

東
国
の
風
景
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
が
、
書
誌
の
検
討
や
参
考
と
さ
れ
た
文
献
な
ど
の
点
で
、
歴
史
的
側

面
か
ら
の
考
察
に
資
す
る
に
は
難
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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二　

歴
史
的
事
実
と
の
照
応

1　
『
笠
森
寺
縁
起
』
に
籠
め
ら
れ
た
中
世
上
総
の
記
憶

　
『
今
昔
物
語
集
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
中
世
説
話
に
は
そ
の
素
材
を
史
実
に
求
め
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
誇
張

に
満
ち
た
架
空
の
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
必
ず
実
在
し
た
人
名
や
地
名
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る）

1
（

。
特
に
寺
社
縁
起
の
場
合

は
、
正
統
性
や
権
威
付
け
を
は
か
る
た
め
に
、
史
実
を
織
り
込
み
な
が
ら
天
皇
や
貴
族
・
高
僧
、
著
名
な
人
物
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
『
笠
森
寺
縁
起
』
を
中
世
上
総
の
歴
史
に
関
す
る
僅
か
な
手
が
か
り
の
一
つ

と
し
て
捉
え
、
人
々
の
記
憶
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
味
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
縁
起
を
見
る
と
、
ま
ず
都
の
貴
族
と
し
て
「
三
条
右
大
臣
」、
そ
の
子
で
上
総
国
守
と
し
て
司
東
（
市
東
）
郡
市
原
に
下
っ
て

符
中
（
府
中
）
を
立
て
た
「
大
宮
の
中
将
」
が
あ
り
、
彼
は
の
ち
に
上
総
か
ら
妻
と
し
て
迎
え
た
美
女
（
箕
作
の
娘
）
を
参
内
さ
せ
た

こ
と
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
。
そ
の
舅
（
前
妻
の
父
）
に
あ
た
る
の
が
「
嵯
峨
の
中
将
殿
」
で
あ
る
。
説
話
の
設
定
さ
れ
た
時
期
は

治
安
～
長
元
の
頃
（
後
一
条
天
皇
の
在
位
期
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
名
か
ら
人
物
を
特
定
し
よ
う
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
こ
れ
ら
は
中
世
の
説
話
・
物
語
に
頻
出
す
る
名
前
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
作
業
は
意
味
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
物
語
の
舞
台
で
あ
る
上
総
国
で
は
、
平
将
門
の
子
孫
で
上
総
権
守
の
「
忠
常
」、
そ
の
三
男
で
佐
是
郡
を
支
配
す
る
「
刑
部

三
郎
成
常
」
別
名
「
佐
是
三
郎
」、
国
守
の
も
と
に
五
月
女
を
貢
進
す
る
地
頭
の
一
人
で
あ
る
「
左
衛
門
尉
」、
五
月
女
と
な
っ
た
美
女

の
供
人
と
し
て
「
桜
井
五
郎
、
北
堅
三
郎
、
三
輪
太
郎
、
司
東
四
郎
、
小
山
九
郎
、
形
切
八
郎
、
上
野
太
郎
、
古
氷
三
郎
」
の
名
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
箕
作
」
を
業
と
し
て
い
た
美
女
の
父
は
「
刑
部
丞
」、
そ
の
嫡
子
は
「
修
理
亮
」
に
任
じ
ら
れ
、
次
男
は
「
式
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部
丞
」
と
な
っ
て
埴
生
郡
を
給
い
、
刑
部
丞
の
三
郎
聟
（
三
女
の
聟
？
）
は
「
源
左
衛
門
丞
」
と
称
し
、
四
郎
聟
は
真
野
郡
を
屋
敷
所

に
給
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
兄
弟
は
悉
く
所
領
を
与
え
ら
れ
て
「
右
兵
衛
左
兵
衛
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
国
守
に
五
月
女

と
し
て
美
女
を
献
じ
た
佐
是
三
郎
も
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
「
伊
保
庄
、
□
□
庄
、
東
南
里
」
の
相
伝
を
み
と
め
ら
れ
た
と
い
う
。

2　

平
忠
常
の
乱
の
記
憶

　

そ
も
そ
も
上
総
国
は
親
王
任
国
で
あ
り
、
介
が
受
領
の
任
を
に
な
う
の
だ
が
、
院
政
期
以
降
の
知
行
国
主
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
近

衛
中
将
の
よ
う
な
高
官
が
こ
の
よ
う
な
地
位
に
就
く
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
任
国
へ
の
赴
任
に
至
っ
て
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
平
忠
常
が
上
総
介
（
上
総
権
介
）
に
任
じ
た
こ
と
は
史
料
に
見
え
て
お
り
、
し
か
も
中
世
、
千
葉
氏
を
始
め
と
す
る
両
総
平
氏

一
族
の
間
で
、
彼
を
平
将
門
の
子
孫
と
す
る
先
祖
観
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
『
源
平
闘
諍
録
』
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る）

2
（

。

　

こ
の
説
話
の
時
代
設
定
が
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
に
公
然
化
し
た
平
忠
常
の
乱
の
時
期
に
当
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う）

（
（

。

「
治
安
元
年
五
月
十
二
日
」「
長
元
元
年
四
月
十
日
」
と
わ
ざ
わ
ざ
具
体
的
な
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
く

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
頃
の
上
総
の
国
守
（
上
総
介
）
を
見
る
と
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
に
補
任
さ
れ
た
菅
原
孝
標
は
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

に
得
替
（
離
任
）、
つ
い
で
任
じ
ら
れ
た
藤
原
為
章
も
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
に
得
替
し
、
平
忠
常
の
乱
勃
発
時
は
県
犬
養
為
政
が

在
任
し
て
お
り
、
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
に
い
た
っ
て
、
乱
鎮
圧
の
任
務
を
担
っ
て
追
討
使
平
直
方
の
父
維
時
が
補
任
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

忠
常
も
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
「
前
上
総
介
」
と
見
え
る
が
、「
下
総
権
介
」
と
す
る
史
料
も
あ
る
の
で
、
正
し
く
は
「
権
介
」
と
し

て
在
地
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
総
介
に
任
じ
ら
れ
た
者
た
ち
は
す
べ
て
中
級
以
下
の
貴
族
で
、「
大
宮
の
中
将
」
に

該
当
す
る
よ
う
な
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
中
将
が
内
大
臣
に
昇
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
史
実
で
は
こ
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両
総
平
氏
系
図
（『
神
代
本
千
葉
系
図
』
な
ど
に
よ
る
）

　
　

桓
武
天
皇
─
─
─
葛
原
親
王
─
─
─
高
見
王
─
─
─
平上
総
介高

望
─
─
─
国
香
─
─
─
貞鎮
守
府
将
軍

盛
─
─
─
維伊
勢
守衡

…
…
…
（
伊
勢
平
氏
）

　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
常
景
─
─
─
常伊
北
庄
司

仲　

　
　
─
良下
総
介兼

─
─
─
公安
房
守
・
武
蔵
守

雅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
常
晴
─
─
─
常上
総
権
介

澄
─
─
─
常
茂
─
─
─
重長
南
太
郎

常　

　
　
─
良鎮
守
府
将
軍

持
─
─
─
将
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
広上
総
権
介

常
（
上
総
氏
）

　
　
─
良鎮
守
府
将
軍

文
─
─
─
忠陸
奥
介頼

─
─
─
忠下
総
権
介

常
─
─
─
常
将
─
─
─
常
長
─
─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
圓佐
是
四
郎
禅
師

阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
常千
葉
介兼

─
─
─
常
重
─
─
─
常
胤
（
千
葉
氏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
常臼
井
六
郎

康
─
─
─
常
忠
─
─
─
成臼
井
四
郎

常
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の
当
時
内
大
臣
に
任
じ
て
い
た
の
は
藤
原
教
通
で
あ
り
、
平
忠
常
が
彼
を
本
主
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
観
音
堂
の
造
営
に

際
し
て
上
総
に
下
っ
て
き
た
「
一
条
康
頼
、
堀
河
友
成
」
で
あ
る
が
、
康
頼
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
『
医
心
方
』
を
朝
廷
に
献
上

し
た
著
名
な
医
師
丹
波
康
頼
の
名
を
借
り
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
一
方
の
友
成
は
、
乱
勃
発
の
後
、
上
総
介
県
犬
養
為
政
か
ら
貢
進

さ
れ
た
馬
・
雑
物
を
伴
っ
て
上
洛
し
、
上
総
の
状
況
と
為
政
の
妻
子
の
上
洛
を
右
大
臣
小
野
宮
（
藤
原
）
実
資
に
伝
え
た
右
大
臣
家
厩

舎
人
伴
友
成
の
名
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
小
右
記
』
長
元
元
年
七
月
十
三
・
十
五
日
条
）。
伴
友
成
は
康
頼
の
よ
う
に
広
く
知
ら
れ

た
人
物
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
地
元
に
伝
え
ら
れ
た
忠
常
の
乱
に
関
す
る
情
報
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

冒
頭
に
登
場
す
る
「
大
宮
中
将
」
も
、
こ
の
時
左
中
将
だ
っ
た
資
平
（
実
資
の
養
子
）
か
ら
連
想
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
縁
起
が
、
そ
の
設
定
さ
れ
た
時
代
か
ら
し
て
、
平
忠
常
と
彼
の
惹
起
し
た
反
乱
の
記
憶
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

（　

大
豪
族
的
領
主
上
総
氏
の
記
憶

　

つ
ぎ
に
検
討
し
た
い
の
は
、
忠
常
の
三
男
と
し
て
登
場
す
る
「
刑
部
三
郎
成
常
」
＝
「
佐
是
三
郎
」
で
あ
る
。

　
「
刑
部
三
郎
」
と
か
「
佐
是
三
郎
」
と
い
う
よ
う
な
本
拠
地
（
名
字
の
地
）
を
輩
号
に
冠
す
る
名
乗
り
が
一
般
化
す
る
の
は
在
地
領

主
制
の
進
展
す
る
十
二
世
紀
前
半
の
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
成
常
は
忠
常
の
子
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
物
は
史
料
上
確
認
で

き
ず
、
む
し
ろ
中
世
的
な
郡
と
し
て
刑
部
郡
や
佐
是
郡
が
成
立
し
た
段
階
の
人
物
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

平
忠
常
の
子
孫
た
ち
は
上
総
・
下
総
の
各
地
に
在
地
領
主
と
し
て
展
開
し
、「
両
総
平
氏
」
と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
族
長

は
上
総
国
玉
崎
（
一
宮
）
庄
を
本
拠
に
し
た
上
総
氏
で
あ
り
、
十
二
世
紀
末
、
広
常
が
坂
東
最
大
の
武
士
団
を
構
成
し
て
、
源
頼
朝
の

挙
兵
に
際
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）

（
（

。
中
世
前
期
の
千
葉
氏
の
一
族
を
記
す
系
図
中
も
っ
と
も
信
頼
の
置
け
る
『
神
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代
本
千
葉
系
図
』
に
は
上
総
氏
の
系
統
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が）

（
（

、
広
常
の
叔
父
の
一
人
に
「
佐
是
禅
師
圓
阿
」
の
名
が
記
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、『
源
平
闘
諍
録
』（
巻
五
）
に
も
上
総
広
常
に
動
員
さ
れ
た
武
士
の
中
に
「
佐
是
四
郎
禅
師
」
が
見
え
る
。

　

一
方
、「
成
常
」
と
い
う
名
か
ら
考
え
る
と
、『
源
平
闘
諍
録
』（
巻
五
）
に
広
常
配
下
の
武
士
と
し
て
臼
井
四
郎
成
常
が
見
え
る
。

し
か
し
彼
の
名
字
の
地
は
下
総
国
臼
井
郡
（
現
、
佐
倉
市
臼
井
周
辺
）
で
あ
る
か
ら
結
び
つ
け
に
く
い）

（
（

。
む
し
ろ
成
常
の
「
成
」
が
本

縁
起
の
作
成
さ
れ
た
中
世
後
期
に
は
足
利
成
氏
の
よ
う
に
「
し
げ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
源
平
闘
諍
録
』
に
広

常
の
軍
に
従
い
、『
神
代
本
千
葉
系
図
』
に
広
常
の
甥
と
し
て
所
見
す
る
長
南
太
郎
重
常
を
造
形
の
ベ
ー
ス
と
見
た
方
が
よ
い
か
も
知

れ
な
い
。
長
南
は
古
代
の
長
柄
郡
が
解
体
し
て
成
立
し
た
中
世
的
郡
名
で
、
笠
森
寺
は
そ
の
遺
称
地
で
あ
る
長
南
町
に
所
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
刑
部
（
佐
是
）
三
郎
成
常
」
が
上
総
氏
一
族
で
郡
規
模
の
所
領
を
有
す
る
十
二
世
紀
段
階
に
お
け
る

在
地
武
士
を
想
定
し
て
造
形
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
と
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
成
常
は
伊
保
（
伊
北
）
庄
（
史
実
で
は
、

広
常
の
甥
で
あ
り
な
が
ら
、
源
頼
朝
挙
兵
時
に
同
一
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
伊
北
庄
司
常
仲
の
所
領
）
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
モ
デ
ル
と
す
べ
き
存
在
は
広
常
の
父
の
常
澄
（
上
総
権
介
）
あ
た
り
に
比
定
し
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

次
に
主
人
公
の
美
女
が
五
月
女
と
し
て
符
中
（
府
中
）
に
向
か
っ
た
際
に
そ
の
供
と
し
て
付
き
従
っ
た
人
々
を
見
よ
う
。
彼
ら
は
国

守
の
指
示
に
よ
っ
て
国
衙
に
五
月
女
を
貢
進
す
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
郡
司
ク
ラ
ス
の
在
地
領
主
（
地
頭
）
に
従
う
村
郷
司
ク
ラ
ス

の
存
在
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
名
字
か
ら
、
彼
ら
の
本
拠
を
推
測
す
る
と
、「
桜
井
五
郎
」
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
上
総

国
村
高
帳
に
「
桜
谷
村
」
と
見
え
る
現
在
の
長
柄
町
桜
谷
、「
司
東
四
郎
」
は
古
代
の
市
原
郡
が
解
体
し
て
成
立
し
た
市
東
郡
、「
上
野

太
郎
」
は
現
在
の
長
柄
町
上
野
、「
古
氷
（
こ
ご
お
り
？
）
三
郎
」
は
長
柄
町
国
府
里
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
何
れ
も
当
地
方
に
実
在
し

た
人
物
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（　

上
総
千
葉
氏
の
記
憶

　

美
女
の
父
で
あ
る
「
箕
作
」
や
そ
の
子
息
、
婿
た
ち
が
任
じ
ら
れ
た
官
職
も
興
味
深
い
。
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
、
三
浦
泰

村
に
連
座
し
て
滅
亡
し
た
千
葉
秀
胤
の
一
族
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
同
年
六
月
七
日
条
に
は
以
下
の
よ

う
に
見
え
る
（
国
史
大
系
本
に
よ
る
が
、
返
り
点
は
省
略
し
、
字
体
を
あ
ら
た
め
た
も
の
も
あ
る
）。

　

七
日
戊
子
。
天
晴
。
胤
氏
。
素
暹
等
襲
秀
胤
上
総
國
一
宮
大
柳
之
舘
。
于
時
當
國
御
家
人
如
雲
霞
起
而
成
合
力
。
秀
胤
兼
用
意

之
間
。
積
置
炭
薪
等
於
舘
郭
外
之
四
面
。
皆
悉
放
火
。
其
焔
太
熾
而
非
人
馬
之
可
通
路
。
仍
軍
兵
安
轡
於
門
外
。
僅
造
時
聲
發
箭
。

爰
敵
軍
出
逢
馬
塲
邊
。
射
答
箭
。
此
間
。
上
総
權
介
秀
胤
。（

ａ
）嫡

男
式
部
大
夫
時
秀
。
次
男
修
理
亮
政
秀
。
三
男
左
衛
門
尉
泰
秀
。

四
男
六
郎
景
秀
。
心
靜
凝
念
佛
讀
經
等
之
勤
。
各
自
殺
。
其
後
數
十
宇
舎
屋
同
時
放
火
。
内
外
猛
火
混
而
迸
半
天
。
胤
氏
以
下

郎
從
等
咽
其
熾
勢
。
還
遁
避
于
數
十
町
之
外
。
敢
不
能
獲
彼
首
云
云
。 （

ｂ
）又

下
総
次
郎
時
常
自
昨
夕
入
籠
此
舘
。
同
令
自
殺
。
是
秀
胤

舎
弟
也
。
相
傳
亡
父
下
総
前
司
常
秀
遺
領
垣
生
庄
之
處
。
爲
秀
胤
被
押
領
之
間
。
年
來
雖
含
欝
陶
。
至
斯
時
。
並
死
骸
於
一
席
。

勇
士
之
所
美
談
也
。
抑
泰
村
誅
罰
事
。
五
日
午
刻
。
通
當
國
之
聽
云
々
。

　

こ
の
日
、
上
総
国
大
柳
館
は
大
須
賀
胤
氏
・
東
素
暹
（
胤
行
）
ら
同
族
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
幕
府
追
討
軍
の
攻
撃
の
前
に
、

紅
蓮
の
炎
に
包
ま
れ
、
二
代
に
わ
た
っ
て
両
総
に
君
臨
し
た
上
総
千
葉
氏
は
滅
亡
し
た
の
で
あ
る
。
と
き
の
大
柳
館
の
主
は
千
葉
氏
一

族
中
で
た
だ
ひ
と
り
評
定
衆
に
列
し
た
経
歴
を
持
つ
千
葉
秀
胤
で
あ
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
彼
の
子
息
た
ち
の
官
途
で
あ
る（
ａ
）。

式
部
大
夫
（
五
位
の
式
部
丞
）
時
秀
・
修
理
亮
政
秀
・
左
衛
門
尉
泰
秀
、
こ
と
ご
と
く
一
致
す
る
。
ま
た
、
縁
起
の
「
埴
生
郡
を
ば
次

男
に
給
ふ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
本
条
に
見
え
る
、
兄
秀
胤
に
下
総
国
埴
生
庄
を
押
領
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
秀
胤
と
運
命
を
と
も

に
し
た
「
次
郎
時
常
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
結
び
つ
く（
ｂ
）。「
三
郎
婿
を
源
左
衛
門
丞
、
四
郎
婿
に
は
真
野
郡
を
屋
敷
所
に
給
ひ
」
と

い
う
部
分
は
、
秀
胤
滅
亡
後
の
遺
領
継
承
者
を
「
婿
」
と
い
う
形
で
伝
え
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
真
野
郡
は
『
笠
森
寺
縁
起
』
が
成
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千
葉
氏
系
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
胤
綱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
宗
胤

　
　

常千
葉
介胤

─
─
─
胤
正
─
─
─
─
─
─
成
胤
─
─
─
─
─
─
時
胤
─
─
─
─
─
─
頼
胤
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
泰
胤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
胤
宗

　
　
　

相
馬

─
師
常　
　
　
　
　
　

堺
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
常上総

介
・
下
総
守

秀
─
─
─
─
─
─
秀上
総
権
介

胤
─
─
─
─
─
─
時
秀　
式
部
丞

　
　
　

武
石

─
胤
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
時
常　
下
総
次
郎　
─
政
秀　
修
理
亮

　
　
　

大
須
賀

─
胤
信
─
─
─
─
─
─
通
信
─
─
─
─
─
─
胤次郎

左
衛
門
尉

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
泰
秀　
左
衛
門
尉

　
　
　

国
分

─
胤
通
─
─
─
─
─
─
常
義
─
─
─
─
─
─
常
氏　
六
郎
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
景
秀　
六
郎

　
　
　

東

─
胤
頼
─
─
─
─
─
─
重
胤
─
─
─
─
─
─
胤中務

丞行
（
素
暹
）

　
　
　
　
　
　
─
日
胤　
　

木
内
─
胤下総

守朝

〈『
神
代
本
千
葉
系
図
』
な
ど
に
よ
る
〉
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立
し
た
当
時
上
総
国
に
実
在
し
た
中
世
的
郡
名
で
あ
り
、
上
総
千
葉
氏
滅
亡
以
前
は
そ
の
所
領
域
内
に
あ
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
ま

た
「
右
兵
衛
左
兵
衛
に
成
さ
る
」
も
、
秀
胤
の
父
常
秀
が
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
祖
父
常
胤
の
功
を
譲
ら
れ
て
左
兵
衛
尉
に
補
任

さ
れ
て
以
来
、
長
く
「
平
次
兵
衛
尉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
実
を
想
起
さ
せ
る）

8
（

。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
上
総
千
葉
氏
滅
亡
の
直
前
、
秀
胤
が
い
わ
ゆ
る
「
宮
騒
動
」（
寛
元
の
政
変
）
で
評
定

衆
を
罷
免
さ
れ
た
そ
の
年
に
、
上
総
国
の
知
行
国
主
藤
原
基
家
に
「
五
節
の
舞
姫
」
の
貢
進
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

基
家
は
摂
政
・
関
白
を
歴
任
し
た
九
条
道
家
の
弟
で
、
し
か
も
「
前
内
大
臣
」
で
あ
っ
た）

9
（

。
国
衙
機
構
を
通
じ
て
の
朝
廷
に
対
す
る
美

女
貢
進
の
賦
課
、
そ
し
て　

そ
れ
を
命
じ
た
知
行
国
主
が
内
大
臣
の
官
歴
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
さ
に
、
こ
の
縁
起
の
骨
格
を
成
す

ス
ト
ー
リ
ー
と
符
合
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

注（
1
）
た
と
え
ば
、
俵
の
藤
太
伝
説
の
生
成
過
程
や
秀
郷
流
藤
原
氏
系
の
武
士
に
に
関
わ
る
説
話
と
史
実
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
伝
説
の
将

軍　

藤
原
秀
郷
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

な
お
、
以
下
、『
笠
森
寺
縁
起
』
に
登
場
す
る
地
名
の
現
在
地
比
定
は
、
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
12　

千
葉
県

の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
2
）
福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
全
注
釈
『
源
平
闘
諍
録
』
上
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
四
十
二
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

（
（
）
平
忠
常
の
乱
に
関
す
る
歴
史
的
な
事
実
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
平
忠
常
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
─
追
討
の
私
戦
的
側
面
に
つ
い
て
─
」（
拙
著
『
坂

東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）
上
総
国
の
国
司
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
、
中
込
律
子
『
埼
玉
県
史
調
査
報
告
書　

坂
東
八
箇
国
国
司
表
』（
埼
玉
県
県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
、
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一
九
八
七
年
）
お
よ
び
菊
池
紳
一
・
宮
崎
康
充
編
「
国
司
一
覧
」（
児
玉
幸
多
ほ
か
監
修
『
日
本
史
総
覧
Ⅱ　

古
代
二
・
中
世
一
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

（
（
）
拙
稿
「
上
総
氏
と
千
葉
氏
」（
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』）
な
ど
。

（
（
）
拙
稿
「
千
葉
氏
系
図
の
中
の
上
総
氏
」（
峰
岸
純
夫
ほ
か
『
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論　

上
巻
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
（
）
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
下
総
臼
井
氏
一
族
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
8
）
拙
稿
「
上
総
千
葉
氏
の
盛
衰
」・「
上
総
千
葉
氏
に
つ
い
て
」。

（
9
）『
民
経
記
』
寛
元
四
年
九
月
八
日
条
、『
葉
黄
記
』・『
百
練
抄
』
寛
元
四
年
十
一
月
二
十
二
日
条
。
な
お
、「
五
節
の
舞
姫
」
に
つ
い
て
は
、　

服

藤
早
苗
「
院
政
期
の
五
節
～
五
節
の
舞
姫
・
童
女
た
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
」（『
研
究
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
四
年
）・『
平
安
王
朝
の
五
節
舞
姫
・

童
女　

天
皇
と
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

お
わ
り
に

　
「
供
養
導
師
と
し
て
は
東
大
寺
の
超
見
僧
都
を
下
さ
れ
、願
文
の
筆
者
は
安
芸
守
」
の
「
安
芸
守
」
は
比
定
困
難
だ
が
、東
大
寺
の
「
超

見
」
＝
チ
ョ
ウ
ケ
ン
の
方
は
即
座
に
東
大
寺
再
建
に
携
わ
っ
た
重
源
＝
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
を
想
起
さ
せ
る）

1
（

。

　

ち
な
み
に
、
笠
森
寺
の
北
方
、
長
柄
町
長
柄
山
に
あ
る
眼
蔵
寺
（
近
世
ま
で
は
「
胎
蔵
寺
」）
に
は
千
葉
秀
胤
夫
妻
の
も
の
と
思
わ

れ
る
位
牌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
一
九
八
一
年
十
一
月
十
七
日
に
千
葉
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
歴
史
部

会
の
「
長
生
地
区
臨
地
研
究
会
」
で
眼
蔵
寺
を
訪
れ
た
際
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る）

2
（

。
表
面
の
「
長
柄
山
殿
別
駕
秀
胤
大
居
士
」
が
千

葉
秀
胤
、「
胎
蔵
寺
殿
花
渓
妙
泉
大
信
女
』
が
秀
胤
の
妻
、す
な
わ
ち
三
浦
泰
村
の
妹
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、裏
面
に
は
「
万
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寿
四
丁
卯
歳
七
月
二
十
四
日
」「
長
元
三
庚
午
年
七
月
七
日
」
と
表

面
の
二
人
に
対
応
す
る
よ
う
に
並
記
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
常
識
的
に
考
え

れ
ば
、
こ
の
夫
妻
そ
れ
ぞ
れ
の
没
年
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ

の
年
代
は
十
一
世
紀
前
半
、
ま
さ
に
平
忠
常
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

位
牌
の
記
名
は
こ
の
寺
で
平
忠
常
と
千
葉
秀
胤
が
混
同
し
て
伝
え
ら

れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。『
笠
森
寺
縁
起
』
に
お
い
て
、
十
一

世
紀
の
平
忠
常
と
十
二
世
紀
の
上
総
氏
、
そ
し
て
十
三
世
紀
の
上
総

千
葉
氏
の
記
憶
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

地
方
で
は
、
忠
常
と
上
総
氏
、
そ
し
て
千
葉
氏
、
い
ず
れ
も
滅
亡
を

遂
げ
た
巨
大
な
勢
力
の
記
憶
が
集
約
さ
れ
た
形
で
伝
え
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た）

（
（

。

　

さ
ら
に
一
点
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
稿

執
筆
の
過
程
で
上
智
大
学
の
西
岡
芳
文
氏
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た

東
京
都
品
川
区
専
修
寺
所
蔵
の
阿
弥
陀
三
尊
像
の
由
来
で
あ
る
。
こ

の
像
は
も
と
は
上
総
国
佐
是
郡
池
和
田
の
正
福
寺
に
あ
っ
た
も
の
だ

が
、
そ
の
造
像
が
十
二
世
紀
末
、
す
な
わ
ち
上
総
氏
や
そ
の
一
族
の

佐
是
氏
が
活
動
し
て
い
た
時
期
に
想
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
作
風
は

中
央
の
も
の
で
、
東
国
の
作
風
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る）

（
（

。

千葉秀胤夫妻の位牌（眼蔵寺）
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当
時
の
上
総
地
方
の
文
化
環
境
に
つ
い
て
再
考
を
迫
る
指
摘
と
い
え
よ
う
。「
平
安
末
期
の
東
国
の
文
化
水
準
は
低
く
、
都
か
ら
隔
絶

さ
れ
た
そ
の
空
間
に
住
む
武
士
た
ち
は
、
雄
々
し
く
質
実
剛
健
で
純
粋
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
者
は
文
字
す
ら
解
せ
な
か
っ
た
」
な
ど

と
い
う
通
説
的
な
評
価
は
、
近
代
に
お
け
る
「
軍
国
教
育
」
の
要
請
に
基
づ
い
て
流
布
さ
れ
た
一
面
的
な
虚
構
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う）

（
（

。

　

な
お
、
こ
の
『
笠
森
寺
縁
起
』
に
は
、
た
と
え
ば
国
衙
に
よ
る
五
月
女
の
徴
発
な
ど
、
当
時
の
実
態
を
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
興
味
深
い

話
が
含
ま
れ
て
お
り
、社
会
経
済
史
あ
る
い
は
社
会
史
的
な
視
角
か
ら
の
検
討
も
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
後
学
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

注（
1
）
重
源
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
復
興
」
を
に
な
っ
た
老
僧
重
源
と
醍
醐
・
日
野
」（『
創
造
す
る
市
民
』
第
一
〇
三
号
、
京
都
市
生
涯
学
習
振
興

財
団
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
研
究
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
房
総
史
学
』
第
二
二
号
（
千
葉
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
歴
史
部
会
、
一
九
八
二
年
）
掲
載
の
「
臨
地
研
究

会
の
記
録
」
お
よ
び
「
部
会
一
年
の
あ
ゆ
み
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）『
睦
沢
村
史
』（
睦
沢
村
史
編
さ
ん
会
議
編
、
千
葉
県
長
生
郡
睦
沢
村
、
一
九
七
七
年
）
一
四
〇
～
一
四
一
頁
参
照
。

（
（
）
長
生
郡
長
柄
町
長
柄
山
に
所
在
し
た
六
地
蔵
寺
の
縁
起
「
延
命
六
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
は
近
世
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
千

葉
秀
胤
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
設
定
さ
れ
た
時
代
は
笠
森
寺
縁
起
と
同
じ
く
万
寿
～
長
元
年
間
で
あ
り
、
素
材
の
共
通
が
う

か
が
え
る
。
秀
胤
夫
妻
の
位
牌
を
伝
え
た
胎
蔵
寺
（
現
、
眼
蔵
寺
）
の
縁
起
「
長
柄
山
胎
蔵
寺
仮
名
縁
起
略
」
も
近
世
の
作
で
、
内
容
も
こ
れ
と

同
趣
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

両
本
と
も
に
永
井
義
憲
「
長
柄
寺
社
縁
起
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
検
討
に
資
す
る
た
め
、
以
下
に
前
者
の
全
文
を
転
載
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　

延
命
六
地
蔵
菩
薩
縁
起
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大
日
本
国
上
総
州
市
西
郡
内
。
延
命
山
六
地
蔵
寺
始
者
。
長
柄
山
殿
秀
胤
公
守
本
尊
也
。
右
秀
胤
公
者
。
桓
武
天
皇
末
孫
。
将
門
親
王
家
胤
千

葉
介
一
族
也
。
然
父
秀
家
公
。
天
然
無
道
勇
士
。
而
害
多
人
。
殊
好
殺
生
。
終
短
命
不
幸
了
。
秀
胤
時
移

薄
。
一
介
之
壮
士
矣
。
秀
胤
思
召
様
。

其
人
界
相
者
。
以
今
日
而
知
三
世
。
我
如
何
成
業
生
歟
。
幼
少
離
母
。
乍
我
父
秀
家
公
。
短
慮
不
仁
過
給
。
未
来
業
報
可
重
。
何
我
領
内
。
建
立

一
宇
精
舎
。
為
父
母
経
営
。
又
被
為
殺
生
者
共
。
供
養
可
成
。
明
暮
祈
地
蔵
菩
薩
。
有
時
心
地
不
平
。
而
生
縁
己
尽
。
赴
冥
土
黄
泉
。
詣
閻
魔
法

王
庁
。
閻
王
問
曰
。
汝
於
娑
婆
界
有
願
。
速
還
可
成
彼
願
。
秀
胤
答
曰
。
我
貧
窮
無
福
。
而
無
願
心
。
只
為
父
母
一
寺
建
立
之
願
耳
也
。
閻
王
曰
。

依
其
孝
順
心
徳
。
功
徳
火
起
。
焼
却
前
来
罪
業
。
父
母
者
善
処
生
也
。
諸
天
三
宝
。
加
護
汝
給
。
秀
胤
歓
喜
合
掌
曰
。
争
得
速
還
哉
。
閻
王
曰
。

生
死
自
由
。
朕
為
其
守
護
。
開
方
便
門
与
生
活
文
。
秀
胤
曰
。
縦
得
再
生
。
家
貧
而
願
心
難
成
。
閻
王
曰
。
汝
旧
柄
。
西
有
黄
金
軸
。
当
興
建
之

節
。
朕
放
光
。
又
幸
筑
紫
肥
前
州
探
題
長
者
。
有
独
姫
。
与
汝
同
時
来
。
初
死
再
活
之
縁
。
自
過
去
結
不
浅
。
倶
蘇
成
夫
婦
之
契
。
則
可
成
彼
願
。

秀
胤
曰
。
娑
婆
之
群
類
不
正
信
。
則
以
何
為
其
証
。
閻
王
曰
。
朕
可
与
宝
印
。
汝
等
近
前
来
。
取
両
人
之
手
。
合
一
処
。
宝
印
秀
胤
与
姫
。
辱
握

宝
印
。
忽
然
如
夢
覚
乃
得
蘇
矣
。
爾
来
寛
弘
八
年
辛
亥
六
月
中
旬
。
秀
胤
発
我
旧
柄
。
赴
筑
紫
。
或
踏
嶮
渡
川
。
或
風
飡
露
宿
。
漸
着
遠
江
州
駅

亭
。
養
倦
。
茲
聞
往
来
相
話
云
。
有
自
筑
紫
。
到
関
東
者
乃
淑
姫
也
。
今
日
着
此
地
。
容
貌
美
麗
。
俶
装
可
視
。
秀
胤
怪
之
。
私
使
人
窺
其
宿
処
。

彼
長
者
姫
更
無
疑
。
於
茲
秀
胤
伝
冥
土
之
因
縁
。
姫
曰
。
然
則
有
其
証
文
。
秀
胤
忽
出
逢
開
掌
示
其
証
文
。
則
点
不
差
。
直
含
歓
喜
笑
。
依
此
改

其
処
。
号
見
付
里
也
。
即
発
彼
処
。
皈
上
総
歴
佐
是
国
吉
移
此
地
。
長
和
二
年
次
癸
丑
春
二
月
。
掘
山
即
如
閻
王
之
教
。
得
百
千
両
之
黄
金
。
終

成
七
堂
伽
藍
功
既
成
就
矣
。
是
皆
地
蔵
菩
薩
御
影
也
。
益
信
給
。
有
時
秀
胤
召
聚
在
処
人
。
我
己
娑
婆
縁
尽
。
赴
本
有
之
浄
土
也
。
我
是
地
蔵
薩

埵
之
化
身
也
。
衆
生
利
益
之
為
其
仮
現
秀
胤
。
我
恋
鋪
思
者
。
可
拝
此
地
蔵
大
士
。
自
宣
声
下
紫
雲
共
化
給
。
頃
者
万
寿
四
年
七
月
二
十
四
日
午

刻
也
。
人
々
驚
感
心
残
多
。
難
有
又
不
思
議
也
。
扠
愚
人
者
。
無
是
非
尋
常
御
方
思
不
知
。
無
礼
之
罪
程
可
恐
。
無
勿
体
只
此
上
者
。
敬
地
蔵
菩

薩
。
併
茲
儘
疎
也
。
御
堂
建
立
仕
。
念
仏
回
向
無
。
若
事
此
儀
。
尤
面
々
励
志
之
勢
力
。
而
明
長
元
元
年
戊
辰
三
月
二
十
四
日
。
御
堂
悉
成
就
矣
。

奉
菩
薩
。
即
胎
蔵
寺
方
丈
百
済
国
沙
門
戒
乗
和
尚
。
為
安
座
供
養
導
師
。
貴
賤
群
集
成
給
。
其
時
戒
乗
曰
。
新
荘
厳
功
成
事
。
信
実
至
心
。
奇
特
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難
述
言
語
。
次
山
号
寺
号
可
定
。
任
菩
薩
縁
。
延
命
山
。
地
蔵
大
士
者
。
六
道
応
化
為
教
主
。
可
号
六
地
蔵
寺
。
抑
此
菩
薩
者
。
昔
仏
在
佉
羅
陀

山
。
為
帝
釈
讃
歎
曰
。
信
地
蔵
菩
薩
。
心
得
十
種
福
。
一
者
女
人
泰
産
。
二
者
身
根
具
足
。
三
者
衆
病
悉
除
。
四
者
寿
命
長
遠
。
五
者
聡
明
智
慧
。

六
者
財
宝
盈
溢
。
七
者
衆
人
愛
敬
。
八
者
穀
米
成
熟
。
九
者
神
明
加
護
。
十
者
証
大
菩
薩
。
又
告
帝
釈
。
於
未
来
世
。
若
有
衆
生
。
恭
敬
供
養
。

是
地
蔵
菩
薩
者
。
百
由
旬
内
。
現
種
々
身
。
遊
化
六
道
。
度
脱
衆
生
。
能
以
一
善
。
破
三
界
有
云
々
。
爾
時
延
命
地
蔵
。
従
地
出
現
。
手
持
錫
杖
。

白
仏
言
。
我
毎
日
晨
朝
。
入
諸
定
。
入
諸
地
獄
。
令
難
苦
。
無
仏
世
界
。
度
衆
生
。
今
世
後
世
能
引
導
。
一
切
男
女
。
欲
得
我
福
者
。
不
問
日
凶
。

不
論
不
浄
。
乃
至
称
我
名
者
。
我
以
法
眼
。
威
神
力
故
。
即
転
業
。
報
令
得
現
果
。
除
無
閒
罪
。
当
得
菩
提
。
況
人
界
。
若
有
重
苦
。
我
代
受
苦
。

不
爾
者
。
不
取
正
覚
也
。
各
如
形
。
難
有
菩
薩
之
慈
悲
。
唯
可
増
長
信
心
者
也
。
聴
衆
悉
未
曽
有
有
歓
喜
。
去
誠
哉
。
此
菩
薩
霊
験
。
日
新
。
而

近
国
他
国
。
無
隠
伝
聞
。
参
詣
往
来
之
人
々
。
六
地
蔵
参
申
故
。
在
名
無
何
時
。
六
地
蔵
者
。
此
因
縁
矣
。
老
若
男
女
。
矜
一
度
。
斯
地
運
歩
輩

者
。
無
子
者
授
子
。
貧
者
与
福
。
延
齢
。
延
命
山
。
五
穀
豊
饒
。
地
蔵
寺
争
不
可
有
容
易
。
現
世
安
穏
。
後
世
善
処
。
少
莫
疑
。
慎
可
祟
。
尚
唯

可
敬
。

　
　
　

縁
起
大
略
。
仍
而
如
件

（
（
）
山
本
勉
・
荻
野
愛
海
・
花
澤
明
優
美
「
東
京
都
品
川
区
専
修
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
（
上
総
正
福
寺
旧
蔵
）
考
」（『
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究

所
紀
要
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
（
）
近
代
に
お
け
る
軍
国
教
育
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
近
代
国
民
道
徳
と
し
て
の
「
武
士
」
認
識
─
軍
国
国
家
形
成
の
前
提
─
」（『
現
代
社
会
研
究
』

創
刊
号
、
二
〇
〇
一
年
）
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

笠
森
寺　

平
忠
常
の
乱　

上
総
氏　

千
葉
氏　

寺
社
縁
起




